
（別紙３）

～ R7年　9月　5日

（対象者数） 15 （回答者数） 6

～ R7年11月29日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
ポルトガル語、絵カードを使い、児童同士もコミュニケー
ションがとれるよう間に入り支援していく

2 言葉によらないコミュニケーション、伝える手段

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域の方も招待するか、どこまで招待するか、検討中

2 避難訓練、お出掛けから徐々になれさせたのちに実施予定

3

○事業所名 リカバリーはいばら（リカバリーまきのはら）

○保護者評価実施期間 R7年　8月　1日

○保護者評価有効回答数

R7年11月29日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年12月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者会の実施
R7年度のニーズの高まりから保護者会、交流を行う必要があ
る

地域連携 R7年末に引っ越しの予定から地域の理解と交流の必要がある

児童英語教員などの専門的職員の存在
多種多様な活動内容

週1回の英語の活動の固定、楽しさから学ぶ事へのきっかけ作
り

特別支援学校、特別支援級、普通学級の様々な児童の存在から
の交流、ブラジル国籍、フィリピン国籍、様々な言語が混じる
中でのコミュニケーションの取り方への支援

選択制の活動や屋外での支援
翻訳機や絵カードの活用

事業所における自己評価総括表公表


